
【報告】 令和７年度事業報告について 

 

 このことについて、令和８年６月２日開催の理事会において承認したので、定款第３７条第２

項に基づき、その内容を報告します。 

 

令和７年度事業報告 

 

Ⅰ 法人の概況 

 １ 設立年月日 

   昭和 31年２月 29日 

 

 ２ 定款に定める目的 

   この法人は、良質な畜産物の生産、畜産物の価格の安定及び畜産物の適切な流通並びに畜産農

家における畜産経営の安定向上及び家畜の健康保持に貢献し、もって畜産業の振興と国民の食

生活の安定・改善に寄与することを目的とする。 

 

 ３ 定款に定める事業内容 

   この法人は、目的を達成するため、次の事業を行う。 

  (１)畜産に関する生産の振興及び経営技術に関する事業 

  (２)肉用子牛生産安定等特別措置法(昭和 63 年法律第 98 号)に基づく肉用子牛の生産者補給金

の交付に関する事業及びこれに付帯する事業 

  (３)肉用牛肥育経営の安定のための肥育牛補填金の交付に関する事業 

  (４)家畜防疫互助基金等に関する事業 

  (５)畜産に関する宣伝及び情報収集・提供に関する事業 

  (６)畜産に関する技術者及び指導員の教育及び養成に関する事業 

  (７)畜産に関する調査及び研究に関する事業 

  (８)畜産物の生産から流通・消費に係る総合的な指導事業 

  (９)家畜の改良及び登録に関する事業 

  (１０)会員が行う畜産に関する業務の指導に関する事業 

  (１１)その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

 

 ４ 所管官庁に関する事項 

   和歌山県 農林水産部 農業生産局 畜産課 

 

 ５ 会員の状況 

区分 前期末 期首 入会 脱退 期末 

正会員 ５４ ４６ ０ ０ ４５ 

賛助会員 １ １ ０ ０ １ 



計 ５５ ４７ ０ ０ ４６ 

  注１）正会員における前期末と期首の差は合併及び統合による８減 

  注２）正会員における期首と期末の差は権利義務の包括承継による１減 

 

 ６ 主たる事務所の状況 

   〒640-8331 和歌山県和歌山市美園町五丁目１番地の１ 和歌山県 JAビル５階 

 

 ７ 役員等に関する事項 

(令和７年度末) 

役職 氏名 常勤・非 

常勤の別 

担当職務・現職 

会長理事 佐々木哲夫 非常勤 代表理事・和歌山県養鶏協会 会長 

副会長理事 玉置 友博 非常勤 和歌山県農業協同組合 代表理事専務 

専務理事 吉川 克郎 常勤 代表理事・総括畜産コンサルタント 

理 事 豊吉 正成 非常勤 和歌山県農林水産部 参事 

理 事 佐武 徹郎 非常勤 和歌山県信用農業協同組合連合会 代表理事理事長 

理 事 中矢 佳宏 非常勤 全国共済農業協同組合連合会和歌山県本部 本部長 

理 事 本谷 昌平 非常勤 和歌山県農業協同組合 常務理事 

理 事 大出満寿雄 非常勤 一般社団法人和歌山県配合飼料価格安定基金協

会 常務理事 

理 事 玉井 公宏 非常勤 公益社団法人和歌山県獣医師会 会長 

理 事 大石 元則 非常勤 和歌山県家畜改良協会 会長 

理 事 出津野孝昭 非常勤 和歌山県町村会 事務局長 

理 事 﨑山 秀樹 非常勤 和歌山県市長会 事務局長 

監 事 前田 年史 非常勤 和歌山県農業協同組合中央会 専務理事 

監 事 辻野 博二 非常勤 和歌山ノーキョー食品工業株式会社 監査役 

監 事 山田 和彦 非常勤 和歌山県農業共済組合 専務理事 

 

 ８ 職員に関する事項 

職員数（R8.3.31現在） 前期末比増減 備考 

雇用期間の定めのない職員 ５名 －１ 内１名出向中 

無期転換嘱託職員 ２名 ０  

定年後嘱託職員常勤 １名 ＋１  

臨時職員 １名 ＋１  

 

 ９ 許認可に関する事項 

   特になし 

 



 

Ⅱ 事業の状況 

 １ 事業実施状況 

 ＜令和７年度方針＞ 

  飼料等資材価格の高止まりなど畜産を取り巻く状況は厳しさを増す一方、物価高により畜産物

の消費が減退したことから、畜産物価格の低迷が見られる。また家畜防疫面では、高病原性鳥イン

フルエンザの発生や豚熱の散発、アフリカ豚熱への警戒など防疫対策のさらなる強化が求められ

ている。 

当協会では、和歌山県の畜産が健全に発展していくための基礎として、畜産経営における生産効

率の改善、収益性強化の支援に重心を置くことはもとより、家畜及び畜産物の生産・流通及び価格

の安定を図る事業を実施する。加えて、家畜防疫・衛生対策向上や生産から消費までの安全確保・

相互理解を醸成する活動等を展開していく。 

  そのため、当協会は、県関係機関及び会員団体等の理解と協力を得ながら、連携を強め組織強化

を図り、畜産の健全な発展に資することを目的に、以下の諸事業を積極的に推進する。 

 

 (１)公益目的事業 

   畜産に関する生産の振興に関する事業 

  (趣旨・目的) 

    国民生活に不可欠な食料である畜産物(牛・豚・鶏肉、卵、牛乳等)を国内で安定的に供給し、

食料自給率の向上に寄与することを目的とした、畜産の生産振興に関する以下の事業を実施

する。 

 

  (事業内容) 

  １)熊野牛改良増殖推進 

全国的に実施されている和牛の育種改良のための血統登録を行い、牛の持つ能力を指標化

した育種価を判明させるとともに、和歌山県特産牛「熊野牛」の繁殖・産肉能力に関する個体

情報の収集分析を行い、「熊野牛」飼養農家にデータの提供を行うとともに、育種改良に必要

な研修等を行った。 

 区分 計画 実績 

1 和歌山県委託 熊野牛改良増殖推進事業費 

 事業対象繁殖雌牛飼養農家 

 情報提供繁殖雌牛 

 事業対象肥育牛飼養農家 

 牛脂肪酸測定頭数 

1,662,000 円 

２４戸 

６３０頭 

 

３００頭 

1,662,049 円 

２２戸 

５８２頭 

１３戸 

２９９頭 

2 全国和牛登録協会委託・

補助 

和牛登録事業費 

 会員数 

 和牛血統登録件数 

 和牛登録研修会 

1,788,120 円 

３０戸 

６７６件 

１回 

1,369,013 円 

３０戸 

６１１件 

１回 

 



  ２)畜産技術高度化推進 

飼養管理技術の調査研究、畜産を取り巻く情勢や動向の調査・分析、畜産経営技術の指導方

策を検討するための畜産技術高度化支援指導研究会を開催するとともに、生産技術の改善指

導、後継者等担い手の育成・就農支援、HACCPやポジティブリストへの対応等高度化する技術

への対応指導を行った。 

 区分 計画 実績 

1 和歌山県委託 畜産経営指導事業費 

 支援指導研究会 

 経営改善指導 

 担い手支援指導 

 高度化支援指導  

5,219,000 円 

１回 

58 回(29 戸) 

3 回(各 10 戸) 

30 回(10 戸) 

5,303,490 円 

１回 

30 回(16 戸) 

1 回( 7 名) 

6 回( 5 戸) 

2 和歌山県委託 優良子牛飼養技術向上事業費 

 事業対象繁殖雌牛飼養農家 

 飼料給与子牛 

－ 

 

1,600,002 円 

5 戸 

23 頭 

2 中央畜産会請負 畜産・酪農収益力強化整備等特別対策

事業費（全国推進事業） 

 全国実態調査 

800,000 円 

 

１０戸 

800,053 円 

 

１０戸 

3 中央畜産会請負 生産技術情報提供事業に係る生産技

術指導情報の収集業務 

1,065,000 円 

１５戸 

1,243,000 円 

１７戸 

4 畜産経営相談窓口整備 畜産経営相談窓口の設置 常時 常時 

5 中央畜産会委託 畜産経営高度化指導推進事業費 

 課題別経営事例調査 

－ 429,286 円 

3 戸 

 

  ３)畜産に対する理解増進 

熊野牛を始め県内畜産物の生産から消費に至る「食の安全」の相互理解を促進するため、認

定制度の運用を行うとともに、講師の派遣や畜産関連施設視察などを通じて一般の方々に県

内畜産物の重要性の理解を増進するため各種 PR活動を行った。 

   ア 熊野牛認定制度の運用 

     安全・安心な県産牛肉の提供を目的に、熊野牛の認定基準に適合した牛肉に対し認定証を

交付した。 

   イ 講演会等の開催 

消費者を対象とした畜産の重要性を PR するための講演会講師を派遣した。和歌山県食の

安全県民会議への委員派遣を通じて畜産物の重要性を PRした。 

   ウ 畜産関連施設視察 

馬事・畜産の普及啓発と県内畜産物の消費拡大を図る観点から、連携機関の協力を得て、

一般消費者を対象とした競馬場視察の開催及び畜産フェアの開催を支援した。 

 区分 計画 実績 

1 畜産物認定事業収益 熊野牛認定業務費 

 熊野牛認定証交付 

3,190,000 円 

５５０件 

3,847,280 円 

６３１件 



2 講演会等の開催 畜産おはなし講座 ４回 ４回 

3 畜産関連施設視察 競馬場視察 １回 １回 

 

  ４)畜産の活性化推進事業 

畜産の生産力及び収益力強化を図るとともに、地域畜産の支援基盤の活性化を図るため、家

畜増頭奨励金の交付や機械設備等導入支援を行うとともに、事業の円滑な推進のため、県内畜

産関係団体との連絡調整会議等の開催及び県内畜産関係団体業務支援を行った。 

   ア 畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業(機械導入事業)に係る事業推進業務 

県内関係者への普及推進業務、畜産クラスター協議会に対する事業推進指導を行った。 

   イ ICT化等機械装置等導入事業に係る事業推進業務 

労働負担軽減事業の円滑な推進を図るため、県内関係者への普及推進業務、畜産 ICT応援

会議に対して事業推進指導・内容確認業務を行った。 

   ウ 酪農経営支援総合対策事業（酪農労働省力化対策事業）都道府県段階推進業務 

労働負担軽減事業の円滑な推進を図るため、県内関係者への普及推進業務、楽酪応援会議

に対して事業推進指導・内容確認業務を行った。 

   エ 和歌山県熊野牛子牛市場業務 

和歌山県熊野牛子牛市場の業務のうち一部(証明書作成、代金管理等)を実施した。 

   オ 熊野牛産地化推進協議会事務局業務 

     団体統合により事務局業務の委託はなかった。 

   カ 熊野牛子牛市場業務 

熊野牛子牛市場の業務のうち一部(事務処理、会計等)を実施した。 

   キ 全国和牛能力共進会和歌山県出品協議会事務局業務 

全国和牛能力共進会和歌山県出品協議会の事務局業務の一部(事務処理、会計等)を実施

した。 

   ク 和歌山県養鶏協会業務 

和歌山県養鶏協会の事務局業務の一部(事務処理、会計等)を実施した。 

   ケ 地域団体連携協調体制強化 

地域畜産関係団体との連携強化、生産者の組織化、県内の生産者や関係団体との連携強化

を図るための活動を実施した。 

コ 優良繁殖雌牛更新加速化事業に係る事業推進業務 

高齢の繁殖雌牛から、優良な繁殖雌牛に更新する場合に、実績に応じて奨励金を交付する

事業の推進、県内における取組主体の取りまとめ、窓口業務、連絡・調整・データ整理及び

調査業務を行った。 

   サ 畜産物輸出対応生産円滑化事業に係る委託業務 

 生産者等からの輸出相談に応じるための相談窓口の設置及び、輸出に対する生産者等の

理解醸成や意識向上を図る活動を実施した。 

    区分 計画 実績 

1 中央畜産会委託 畜産・酪農収益力強化整備等特別対策

事業費（機械導入事業） 

620,000 円 

 

545,221 円 

 



2 中央畜産会委託 ICT 化等機械装置等導入事業 175,000 円 

 

154,767 円 

 

3 中央畜産会委託 酪農経営支援総合対策事業費（酪農労

働省力化対策事業） 

584,000 円 

 

553,391 円 

 

4 和歌山県農業協同組合

委託 

和歌山県熊野牛子牛市場業務費 

 子牛市場 

170,400 円 

３回 

411,700 円 

５回 

5 熊野牛産地化推進協議

会委託 

熊野牛産地化推進協議会事務局事務

費 

100,000 円 

 

0 円 

 

6 和歌山県熊野牛協議会

委託 

熊野牛子牛市場業務費 

 子牛市場 

1,030,200 円 

３回 

1,037,000 円 

３回 

7 全国和牛能力共進会和

歌山県出品推進協議会

委託 

全国和牛能力共進会和歌山県出品推

進協議会事務局事務費 

 委員会 

340,000 円 

 

４回 

340,000 円 

 

３回 

8 和歌山県養鶏協会委託 和歌山県養鶏協会事務局事務費 274,000 円 310,000 円 

9 地域団体連携強調体制

強化 

畜産関係団体連絡協議会 

 種牛共進会 

 研修会 

１回 

１回 

１回 

１回 

１回 

１回 

10 全国肉用牛振興基金協

会委託 

優良繁殖雌牛更新加速化業務費 600,000 円 600,244 円 

11 日本畜産物輸出促進協

会委託 

畜産物輸出対応生産円滑化事業に係

る委託業務費 

1,000,000 円 1,004,810 円 

 

  ５)家畜衛生対策事業 

畜産物の安全・安心確保や家畜の健康維持を図るため、家畜伝染病の発生予防や自衛防疫対

策を確立するための研修会等の開催及び家畜伝染病発生時の経営再開支援を行った。 

ア 家畜伝染病に対する地域自衛防疫対策を確立するための研修会等を行った。 

イ 家畜伝染病発生時の復興支援のため、家畜防疫互助制度への参加推進を行った。 

ウ 乗用馬等に対する馬インフルエンザのワクチン接種並びに馬飼養衛生状況等の知識の普

及啓発などの取組を行った。 

 区分 計画 実績 

1 中央畜産会補助 家畜防疫・衛生指導対策事業費 

 防疫演習 

 防疫研修会 

3,800,000 円 

１回 

３回 

3,188,729 円 

１回 

３回 

2 中央畜産会委託 家畜防疫互助基金支援事業に係る都

道府県段階事業推進業務費 

 家畜防疫互助金交付契約者 

880,000 円 

 

４１戸 

839,435 円 

 

４０戸 

3 中央畜産会補助 馬防疫強化地域推進対策事業費 

 ワクチン接種頭数 

－ 415,486 円 

３９頭 

 



  ６)肉用牛価格安定対策事業 

県内肉用牛飼養農家からの生産者積立金と補助金等で基金を造成し、肉用牛価格があらか

じめ設定した基準価格を下回った場合、基金を取り崩して補給金（補填金）を交付した。 

   ア 肉用子牛生産者補給金制度 

 区分 計画 実績 

1 農畜産業振興機構

補助 

肉用子牛生産者補給金制度運営体制整備強

化事業費 

 内事務委託費 

  事務委託先（和歌山県） 

生産者補給金交付契約者 

肉用子牛個体登録頭数（R7.1～R7.12） 

  黒毛和種 

  乳用種 

  交雑種 

7,193,465 円 

 

(280,000 円) 

１団体 

２８戸 

５６０頭 

510 頭 

0 頭 

50 頭 

6,686,200 円 

 

(256,000 円) 

１団体 

２８戸 

５１２頭 

490 頭 

1 頭 

21 頭 

2 生産者積立金 農畜産業振興機構積立助成金 

和歌山県補助金（積立準備金） 

生産者負担金 

468,000 円 

234,000 円 

234,000 円 

424,100 円 

212,050 円 

212,050 円 

3 生産者補給金交付

契約手数料収益 

生産者補給金交付契約手数料 504,000 円 

900 円／頭 

460,800 円 

900 円／頭 

4 生産者補給金 生産者補給交付金（機構負担分） 

 生産者補給交付金交付頭数（R7.1～R7.12） 

  黒毛和種 

生産者補給金（積立金取崩分） 

 生産者補給金交付頭数（R7.1～R7.12） 

22,032,000 円 

５１０頭 

510 頭 

0 円 

０頭 

0 円 

０頭 

0 頭 

0 円 

０頭 

   イ 肉用牛肥育経営安定交付金制度 

 区分 計画 実績 

1 農畜産業振興機構

委託 

肉用牛肥育経営安定交付金制度経営安定委

託業務費 

 内事務委託費 

 内業務委託費 

肥育牛補填金交付契約者数 

事務委託先（市町村・配飼協・ＪＡ） 

業務委託先（配飼協） 

6,178,000 円 

 

(181,000 円) 

(145,000 円) 

１６戸 

９団体 

１団体 

5,947.981 円 

 

(147,000 円) 

(152,600 円) 

１８戸 

９団体 

１団体 

2 肥育牛積立金 生産者負担金 

肥育安定基金造成頭数（R7.4～R8.3 造成） 

＊在庫牛の再積立を含む 

  肉専用種 

  交雑種 

  乳用種 

14,442,000 円 

９７２頭 

 

912 頭 

54 頭 

6 頭 

6,009,000 円 

１， ０４８頭 

 

984 頭 

63 頭 

1 頭 



3 肥育牛補填金交付

契約手数料収益 

肥育牛補填金交付契約手数料 810,000 円 

1,000 円／頭 

697,000 円 

1,000 円／頭 

4 肥育牛補填金 

(積立金部分) 

肥育牛補填金（R7.4～R8.3支払） 

肥育牛補填金交付頭数（R7.2～R8.1 販売） 

  肉専用種 

  交雑種 

  乳用種 

10,812,980 円 

３１８頭 

310 頭 

5 頭 

3 頭 

132,296 円 

６２頭 

52 頭 

10 頭 

0 頭 

ウ 肉用子牛生産者補給金制度に関連する緊急対策事業 

 和牛子牛生産を取り巻く厳しい経営環境を踏まえ、優良な和子牛の安定的な生産や産地

基盤の維持・強化に取り組む和子牛生産者に対し、子牛の平均価格が基準価格を下回った場

合に奨励金を交付する事業の推進業務を行った。 

 区分 計画 実績 

1 農畜産業振興機構補助 優良和子牛生産推進緊急支援事業費 

 奨励金（R7.1～R7.3 販売） 

 推進事務費 

421,000 円 

 

1,385,779 円 

970,000 円 

415,779 円 

2 農畜産業振興機構補助 和子牛産地基盤強化緊急特別対策事

業費 

－ 412,357 円 

 

  ７) １）～６）の事業を実施することにより、畜産経営の支援体制の強化、地域畜産の活性化、

安全かつ安定的な食の提供、馬事普及啓発の推進体制の強化を図るとともに、県及び他の畜

産関係団体が行う事業に対して、本協会の趣旨に反しない限り協力した。 

 区分 計画 実績 

1 地方競馬全国協会補助 畜産経営技術指導事業費 15,639,000 円 15,631,991 円 

 

2 中央畜産会委託 地域畜産支援指導等体制強化事業に

係る委託事業費 

2,500,000 円 2,512,967 円 

 

 

 ２ 重要な契約に関する事項 

   令和７年度に締結した多額の長期借入金契約、重要な資産の売買契約、重要な工事の発注実績

はない。 

 

 

 ３ 役員会等に関する事項 

（１）監査会 

   開催年月日   令和７年５月１６日 

   主な議事事項  １）令和６年度事業報告等の監査 

           ２）計算書類及びその付属明細書並びに財産目録の監査 

（２）理事会 



 （第１回） 

   開催年月日   令和７年６月５日 

   報告事項    職務執行報告 

   主な議事事項  第 70回定時総会提出議案について 

 （第２回） 

   開催年月日   令和７年６月３０日 

   主な議事事項  副会長の選定について 

 （第３回） 

   開催年月日   令和８年３月２３日 

   報告事項    職務執行報告 

   主な議事事項  １）令和８年度事業計画書、収支予算書、資金調達及び設備投資の見込み

を記載した書類について 

２）諸規程の改正等について 

（３）総会 

 （第 70回定時総会） 

   開催年月日   令和７年６月３０日 

   主な議事事項  １）令和６年度貸借対照表、正味財産増減計算書及び財産目録について 

           ２）会費の金額及び納期並びにこれらの免除について 

           ３）役員の一部選任について 

           ４）付帯決議について 

 

 

 ４ 法人の運営体制の充実を図るための取組 

 （１）理事会機能の強化を図るため、外部役員の選任に向けた調整を行った。 

（２）人材育成を目的とした人事評価制度を開始した。 

（３）労務管理の適正化及び事務効率化を図るため、勤怠管理システムを導入した。 

 

  



 ５ 正味財産増減の状況並びに財産の状態の推移 

(単位：円) 

事業年度 4年 3月期 5年 3月期 6年 3月期 7年 3月期 8年 3月期 

当期収益合計 54,634,401 64,872,958 117,854,132 114,349,871 78,277,951 

当期費用合計 55,545,933 67,371,851 116,913,613 119,949,423 78,440,911 

当期一般正味財産増減額 △911,532 △2,498,893 940,519 △5,599,552 △162,960 

一般正味財産期首残高 31,936,824 31,025,292 28,526,399 29,466,918 23,867,366 

一般正味財産期末残高 31,025,292 28,526,399 29,466,918 23,867,366 23,704,406 

当期指定正味財産増減額 4,545,813 414,038 365,531 6,530,240 △9,100,728 

指定正味財産期首残高 14,521,091 19,066,904 19,480,942 19,846,473 26,376,713 

指定正味財産期末残高 19,066,904 19,480,942 19,846,473 26,376,713 17,275,985 

資産合計 128,171,963 128,291,551 134,628,078 139,626,771 133,783,501 

負債合計 78,079,767 80,284,210 85,314,687 89,382,692 92,803,110 

正味財産 50,092,196 48,007,341 49,313,391 50,244,079 40,980,391 

 

 

Ⅲ 法人の課題 

  特にない。 

 

 

Ⅳ 株式保有している場合の概要 

  株式保有していない。 

 

 

Ⅴ 決算期後に生じた法人の状況に関する重要な事実 

  特にない。 

 

 

事業報告の付属明細書 

 一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則第 34 条第３項に規定する「事業報告の内容

を補足する重要な事項」はなし。 

 

 


